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４
月
２
日
の
水
循
環
政
策
本
部
会
議

で
岸
田
文
雄
総
理
か
ら
の
水
循
環
政
策

の
見
直
し
指
示
を
受
け
、
流
域
総
合
水

管
理
へ
進
化
し
た
水
循
環
基
本
計
画
の

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

重
点
的
に
取
り
組
む
の
は
▽
水
イ
ン

フ
ラ
の
耐
震
化
、
早
期
復
旧
を
実
現
す

る
災
害
復
旧
手
法
の
構
築
▽
非
常
時
に

お
け
る
地
下
水
や
雨
水
等
の
代
替
水
源

と
し
て
の
有
効
活
用
▽
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
、
広
域
化
や
分
散
型
シ
ス
テ

ム
の
検
討
▽
上
下
水
道
一
体
の
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
官
民
連
携
▽
官
民

連
携
に
よ
る
水
力
発
電
の
最
大
化
▽
施

設
の
統
廃
合
（
取
水
地
点
の
上
流
移
転

等
）
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

▽
渇
水
対
策
や
治
水
対
策
な
ど
の
適
応

策
の
推
進
▽
流
域
総
合
水
管
理
の
展
開

―
な
ど
。

　

同
計
画
は
、
５
年
に
１
度
の
改
定
が

行
わ
れ
て
き
た
が
１
年
前
倒
し
で
作
業

が
進
む
。

　

岸
田
総
理
か
ら
は
「
流
域
治
水
」
か

ら
、
流
域
単
位
で
の
水
力
発
電
増
強
な

ど
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

視
点
も
含
め
た
「
流
域
総
合
水
管
理
」

へ
の
進
化
や
、
国
土
交
通
省
へ
の
水
道

事
業
移
管
に
よ
る
上
下
水
道
の
一
体
的

取
り
組
み
、
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え

た
対
応
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
盛
り
込

み
、
流
域
総
合
水
管
理
を
位
置
付
け
る

よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

　

順
調
に
進
め
ば
８
月
中
に
見
直
し
計

画
が
決
定
す
る
。

建設産業を
　　未来につなげ
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消防防災対策のあり方に
関して検討

上下水道の耐震化
で斉藤大臣

道
路
の
提
言

下
水
を
集
約
し
処
理
場
に
送
る

圧
送
管
の
被
災
現
場（
珠
洲
市
）

　

１
月
１
日
午
後
４
時
10
分
、
石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
、
最
大
震
度

７
を
記
録
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
。
地
震
の
揺
れ
、
津
波
、
隆
起
な
ど
が
引
き
起
こ
し
た
道
路
、

上
下
水
道
、
港
湾
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
地
元
建
設
業
を
は
じ
め
関
係
機
関
が

協
力
し
復
旧
・
復
興
に
向
け
懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
復
旧
・
復
興
へ
の
対
応
は
、

地
震
な
ど
自
然
災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
化
し
た
わ
が
国
に
と
っ
て
尊
い
経
験
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
学
び
、

今
後
の
国
土
強
靱
化
、
災
害
対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
発
災
か
ら
７
カ

月
を
経
過
し
て
い
く
中
で
、
様
々
な
分
野
で
検
討
の
取
り
ま
と
め
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
へ
提
言
ま
と
め
る

道
路
、上
下
水
道
、港
湾
な
ど

能登半島地震の経験生かして

人
工
斜
面
も
加
え

緊
急
急
傾
斜
地
の

�

崩
壊
対
策

　

国
土
交
通
省
は
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
関
連
し
、
県
や
市
町

村
が
実
施
す
る
災
害
関
連
緊
急
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
と
災
害
関

連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

に
つ
い
て
、
採
択
要
件
緩
和
な
ど

の
特
例
措
置
を
行
う
こ
と
を
決
め

た
。
通
常
は
、
自
然
斜
面
が
対
象

だ
が
、
特
例
で
は
宅
地
擁
壁
等
の

化▽
地
す
べ
り
な
ど
の
地
盤
変
状
の

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
を
避
け
た
施

設
配
置

▽
マ
ン
ホ
ー
ル
の
浮
上
防
止
対

策
・
接
続
部
対
策

【
上
下
水
道
一
体
の
災
害
対
応
】

▽
国
が
上
下
水
道
一
体
の
全
体
調

整
を
行
い
、
プ
ッ
シ
ュ
型
で
復
旧

支
援
す
る
体
制
の
構
築

▽
処
理
場
等
の
防
災
拠
点
化
に
よ

　

斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
は
、

重
要
施
設
や
基
幹
管
路
な
ど
上
下

　

提
言
案
に
は
、
耐
震
性
や
復
旧

性
を
備
え
災
害
時
に
機
能
す
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
、
機
動
性
と

持
続
可
能
性
を
備
え
た
管
理
体
制

の
確
立
、
防
災
拠
点
と
し
て
道
の

駅
の
機
能
強
化
、
情
報
収
集
手
法

で
ド
ロ
ー
ン
活
用
な
ど
が
位
置
付

け
ら
れ
た
。

　

総
合
建
設
業
者
、
地
元
建
設
業

者
な
ど
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

が
必
要
だ
と
し
、
こ
れ
ら
企
業
群

に
は
平
常
時
か
ら
災
害
時
ま
で

「
地
域
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

産
業
」
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ

れ
、
建
設
業
が
地
域
の
基
幹
産
業

と
し
て
持
続
的
に
発
展
で
き
る
環

境
整
備
が
重
要
と
し
た
。

水
道
の
耐
震
緊
急
点
検
結
果
を
10

月
ま
で
に
ま
と
め
る
考
え
を
示
し

た
。
ま
た
、
年
度
内
に
上
下
水
道

耐
震
化
計
画
の
策
定
・
更
新
が
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
も
進
め
、
強
靭

な
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
て
地
震
対
策
、
耐
震
対
策
を

推
進
す
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い

人
工
斜
面
も
対
象
に
加
え
て
い

る
。

　

放
置
す
れ
ば
次
期
降
雨
や
余
震

等
で
周
辺
の
住
家
、
各
種
公
共
施

設
な
ど
に
被
害
が
拡
大
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
の
も
の
で
、
東
日

本
大
震
災
や
熊
本
地
震
と
同
様
の

措
置
と
な
る
。

　

都
道
府
県
が
事
業
主
体
と
な
る

災
害
関
連
緊
急
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
は
、
現
行
の
が
け
高
10
ｍ

以
上
、
保
全
対
象
の
人
家
５
戸
以

上
、
ま
た
は
公
共
的
建
物
の
う
ち

重
要
な
も
の
、
１
カ
所
の
事
業
費

が
１
５
０
０
万
円
以
上
と
い
っ
た

要
件
は
そ
の
ま
ま
。
特
例
措
置
部

分
は
、
人
工
斜
面
が
加
わ
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
他
の
要
件
と
し
て
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
公
共
施
設
等

（
河
川
、
水
路
、
道
路
、
鉄
道
、

公
園
、
水
道
施
設
、
電
気
・
ガ
ス

供
給
施
設
、
避
難
路
、
避
難
場
所

等
）
に
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
が
加
わ
る
。

　

市
町
村
が
事
業
主
体
の
災
害
関

連
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業

は
、
が
け
高
５
ｍ
以
上
、
保
全
対

象
が
人
家
２
戸
以
上
、
ま
た
は
公

共
的
建
物
、
１
カ
所
の
事
業
費
が

６
０
０
万
円
以
上
は
現
行
通
り
。

崩
壊
対
策
事
業
同
様
に
大
賞
斜
面

に
人
工
斜
面
が
加
わ
り
、
そ
の
他

の
要
件
も
プ
ラ
ス
さ
れ
る
。

る
支
援
拠
点
の
確
保

▽
機
能
確
保
優
先
と
し
た
上
下
水

道
一
体
で
の
早
期
復
旧
フ
ロ
ー
の

構
築

▽
点
検
調
査
技
術
や
復
旧
工
法
の

技
術
開
発

▽
Ｄ
Ｘ
を
活
用
し
た
効
率
的
な
災

害
対
応

▽
宅
内
配
管
や
汚
水
溢
水
な
ど
の

被
害
・
対
応
状
況
の
早
期
把
握
、

迅
速
な
復
旧
方
法
・
体
制
の
構
築

る
。

　

水
道
施
設
の
耐
震
化
状
況
は
、

２
０
２
２
年
度
末
時
点
で
浄
水
施

設
、
基
幹
管
路
と
も
に
40
％
強
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
「
非
常
に
遅
れ

て
い
る
」
と
の
認
識
を
示
し
、「
こ

の
問
題
意
識
の
も
と
、
特
に
浄
水

場
や
下
水
処
理
場
、
浄
水
場
か
ら

配
水
池
ま
で
の
管
路
な
ど
上
下
水

道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
、
そ
の
施
設

が
機
能
し
な
い
、
シ
ス
テ
ム
全
体

が
機
能
を
失
う
最
重
要
施
設
。
ま

た
避
難
所
な
ど
重
要
施
設
に
接
続

い
整
備

▽
代
替
性
・
多
重
性
の
確
保
と
、

事
業
の
効
率
性
向
上
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
た
シ
ス
テ
ム
構
築

▽
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
施
設
の

遠
隔
監
視
な
ど
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

【
今
後
の
地
震
対
策
】

▽
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の「
急
所
」

と
な
る
施
設
の
耐
震
化

▽
避
難
所
な
ど
重
要
施
設
に
係
る

上
下
水
道
管
路
の
一
体
的
な
耐
震

震
を
踏
ま
え
た
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
緊
急
提
言
を
行
っ
た
。

全
国
ど
こ
で
も
同
様
被
害
の
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
と
し
▽
地
域
安

全
保
障
の
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
確
立
▽
拠
点
機

能
の
強
化
▽
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る

災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
高

度
化
▽
災
害
に
備
え
た
体
制
の
強

化
▽
地
域
の
新
た
な
価
値
の
創
出

に
つ
な
げ
る
道
路
空
間
の
活
用
―

な
ど
を
観
点
に
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
地

域
建
設
業
な
ど
は
、
地
域
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
産
業
と
し
て
の

役
割
、
基
幹
産
業
と
し
て
持
続
的

発
展
へ
の
環
境
整
備
が
重
要
だ
と

し
た
。

き
た
。
作
業
を
進
め
て
い
く
な
か

で
課
題
も
見
え
て
き
て
い
る
。
上

下
水
道
と
も
耐
震
化
さ
れ
た
施
設

は
お
お
む
ね
機
能
が
確
保
さ
れ
て

お
り
、
現
行
の
耐
震
設
計
の
考
え

方
は
有
効
。
耐
震
化
未
実
施
の
基

幹
施
設
等
で
被
害
が
生
じ
、
広
範

囲
で
の
断
水
や
下
水
管
内
の
滞
水

が
発
生
。
復
旧
の
長
期
化
を
生
じ

さ
せ
た
。
災
害
に
強
く
持
続
可
能

な
上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
、
上
下
水
道
の
地
震
対
策
を

強
化
・
加
速
化
す
る
た
め
、
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
推
進
す
べ
き
取

り
組
み
を
上
下
水
道
地
震
対
策
検

討
委
員
会
が
ま
と
め
た
。

　

主
な
概
要
は
次
の
通
り
。

【
被
災
市
町
で
の
整
備
の
方
向
性
】

　

国
土
交
通
省
は
４
月
か
ら
水
道

事
業
移
管
を
前
に
、
上
下
水
道
一

体
で
の
早
期
復
旧
に
取
り
組
ん
で

▽
復
興
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
の
意

向
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
分
散
型
シ

ス
テ
ム
活
用
も
含
め
た
災
害
に
強

く
持
続
可
能
な
将
来
に
ふ
さ
わ
し

耐
震
化
対
応
は
急
務

上
下
水
道
地
震
対
策
検
討
委
が

す
る
管
路
な
ど
に
つ
い
て
、
耐
震

化
状
況
の
緊
急
点
検
を
早
急
に
進

め
、
10
月
ま
で
に
点
検
結
果
を
取

り
ま
と
め
公
表
す
る
」
と
の
意
向

を
明
ら
か
に
し
た
。

　

さ
ら
に
、
緊
急
点
検
の
結
果
を

踏
ま
え
全
国
の
水
道
事
業
者
お
よ

び
下
水
道
管
理
者
に
、
今
年
度
中

に
上
下
水
道
耐
震
化
計
画
の
策

定
・
更
新
を
進
め
る
よ
う
「
地
域

に
お
け
る
計
画
策
定
の
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
」

と
話
し
て
い
る
。

防
署
・
消
防
団
拠
点
施
設（
詰
所
）

等
消
防
施
設
の
耐
震
化
・
機
能
維

持
、
消
防
水
利
の
確
保
（
耐
震
性

貯
水
槽
の
設
置
促
進
、
無
限
水
利

を
活
用
し
た
遠
距
離
送
水
）
な
ど

を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
火
災

予
防
の
推
進
へ
家
具
転
倒
防
止
対

策
、
耐
震
自
動
消
火
装
置
付
き
火

気
設
備
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
、

防
災
訓
練
等
。
大
規
模
地
震
時
の

電
気
火
災
対
策
で
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
等
の
普
及
推
進
を
求
め
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
不

燃
化
や
密
集
市
街
地
整
備
改
善
。

老
朽
木
造
家
屋
や
避
難
・
消
防
活

動
上
重
要
な
沿
道
の
建
築
物
等
の

耐
震
化
の
促
進
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。

っ
た
ま
ち
づ
く
り
も
位
置
付
け
ら

れ
た
。

　

今
後
の
対
応
策
に
は
、
震
災
時

の
木
造
密
集
地
域
で
の
活
動
お
よ

び
津
波
時
の
浸
水
想
定
区
域
で
の

活
動
に
つ
い
て
勘
案
し
た
計
画
の

策
定
、
火
災
の
早
期
覚
知
・
情
報

収
集
の
た
め
の
ド
ロ
ー
ン
や
高
所

監
視
カ
メ
ラ
等
の
整
備
促
進
、
消

　

国
土
交
通
省
と
消
防
庁
が
共
同

で
進
め
た
「
輪
島
市
大
規
模
火
災

を
踏
ま
え
た
消
防
防
災
対
策
の
あ

り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
の
報
告

書
が
ま
と
ま
っ
た
。
今
後
の
対
応

策
に
は
、
地
元
消
防
本
部
等
の
体

制
強
化
、
地
震
火
災
対
策
の
推
進

等
の
ほ
か
、
都
市
構
造
の
不
燃
化

や
密
集
市
街
地
の
整
備
改
善
と
い

　

国
土
交
通
省
の
社
会
資
本
整
備

審
議
会
道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道

路
部
会
が
令
和
６
年
能
登
半
島
地

道
路
ネ
ッ
ト
で

緊
急
提
言
行
う

地
域
建
設
業

重
要
性
示
す

激甚化・頻発化する自然災害に対応

年
度
内
に
耐
震
化
計
画

上
下
水
道 

強
靱
な
シ
ス
テ
ム
構
築
へ

都市不燃化
　　なども
消防防災対策のあり方
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幹部職員を前に思いを語る吉岡事務次官

吉
岡
事
務
次
官
が
就
任

７
月
１
日
人
事
異
動

国土交通省の新たな幹部 国土交通省の７月１日付人事異動に伴う
主要幹部の略歴は次の通り。※敬称略

建
設
業
界

最
近
の
話
題

現
場
力
の
発
揮
な
ど

�

幹
部
職
員
へ
あ
い
さ
つ
行
う

　

１
日
に
就
任
し
た
国
土
交

通
省
の
吉
岡
幹
夫
事
務
次
官

は
、
幹
部
職
員
な
ど
を
前
に

初
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

現
場
力
の
発
揮
、
連
携
、
職

場
環
境
の
３
点
へ
の
思
い
を

話
す
と
と
も
に
、
昭
和
・
平

成
と
つ
な
い
で
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
制
度
に
つ
い
て
「
良
い

い
も
の
は
続
け
、
悪
い
も
の

は
勇
気
を
持
っ
て
見
直
す
。

こ
う
い
う
精
神
で
進
め
た

い
」
と
話
し
た
。

　

１
点
目
は
、
国
交
省
の
仕

事
は
国
民
の
生
活
や
経
済
に

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
重
く
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
、

全
国
の
組
織
で
現
場
力
を
発

揮
し
て
対
処
し
て
い
る
。
こ

れ
が
職
場
の
魅
力
だ
と
話
し

「
こ
の
現
場
力
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り

が
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
与
え

ら
れ
た
責
務
を
し
っ
か
り
果

た
す
よ
う
」
求
め
た
。

　

２
点
目
は
、
連
携
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
能
登
半
島
地
震
で
も
力

を
合
わ
せ
て
早
期
復
旧
を
目

指
し
た
こ
と
を
示
し
「
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
す
ご
い
シ

ナ
ジ
ー
を
生
む
」と
。ま
た
、

国
交
省
の
政
策
分
野
、
行
政

分
野
は
広
く
「
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
て
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

　

３
点
目
は
、
現
場
力
や
政

策
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め

に
は
「
職
場
環
境
を
よ
り
よ

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
思
い
。
風
通
し
を
よ
く

す
る
こ
と
、
働
き
方
改
革
は

も
ち
ろ
ん
、
庁
舎
を
よ
り
良

く
す
る
、
Ｉ
Ｔ
化
、
福
祉
改

革
も
含
め
て
職
場
環
境
を
良

い
も
の
に
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
言
う
現
場

は
「
最
前
線
だ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
を
バ
ッ
ク
で
支
え

て
い
る
、
制
度
を
作
っ
て
い

る
、
そ
れ
も
現
場
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を

含
め
、
現
場
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
な
職
場
管
理
を
し
て

い
き
た
い
」
と
の
思
い
を
伝

え
た
。

　

最
後
に
「
健
康
で
あ
っ
て

こ
そ
、
い
い
仕
事
が
で
き

る
。
健
康
に
は
留
意
し
て
い

も
ら
い
た
い
」
と
職
員
へ
の

気
遣
い
を
見
せ
た
。

明
治
神
宮
で
祈
願
祭

安
全
安
心
な
職
場
目
指
す

建　災　防

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
（
建
災
防
、
今
井
雅
則
会

長
）
は
１
日
、
東
京
都
渋
谷

区
の
明
治
神
宮
神
楽
殿
で
安

全
祈
願
祭
を
行
っ
た
。
同
日

よ
り
始
ま
っ
た
「
全
国
安
全

週
間
」
に
合
わ
せ
、
建
設
業

界
の
安
全
を
祈
願
す
る
催
し

で
全
国
か
ら
会
員
た
ち
が
集

ま
り
、
神
前
で
全
て
の
人
が

安
全
安
心
に
働
け
る
職
場
の

実
現
と
労
働
災
害
撲
滅
を
誓

っ
た
。

　

今
井
会
長
は
神
前
で
「
関

係
者
の
熱
意
あ
る
活
動
に
よ

り
、
労
働
災
害
は
長
期
的
に

は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
未
だ

に
死
亡
災
害
に
お
け
る
建
設

業
の
占
め
る
比
率
は
高
い
。

ま
た
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る

天
災
へ
の
備
え
、
速
や
か
な

復
旧
・
復
興
工
事
な
ど
建
設

業
の
社
会
的
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
労
働
災
害
の
撲
滅
を
目

指
し
、
関
係
者
が
一
丸
と
な

っ
て
安
全
管
理
を
推
進
し
、

全
て
の
人
が
安
全
安
心
に
働

け
る
職
場
環
境
の
整
備
へ
、

今
後
も
引
き
続
き
努
力
し
て

い
く
」
と
安
全
祈
願
文
を
拝

読
し
た
。

　

結
び
に
当
た
り
松
井
隆
弘

副
会
長
は
「
社
会
を
支
え
る

大
切
な
役
割
を
担
う
た
め
、

建
設
業
に
従
事
す
る
大
切
な

全
体
３
割
を
オ
ン
ラ
イ
ン

公
共
事
業
労
務
費
調
査

関
係
団
体
に
周
知
・
協
力
通
知

　

国
土
交
通
省
は
次
年
度
の

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
を

決
め
る
た
め
、
毎
年
10
月
に

行
う
公
共
事
業
労
務
費
調
査

に
つ
い
て
、
関
係
建
設
業
団

体
へ
周
知
・
協
力
を
通
知
し

た
。
２
０
２
３
年
度
か
ら
本

格
運
用
を
開
始
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
は
、
全
体
の
３
割

で
実
施
を
掲
げ
る
。
新
た
な

調
査
項
目
は
設
定
し
て
い
な

い
が
、
正
確
な
実
態
の
把
握

へ
法
定
福
利
費
控
除
額
に
お

け
る
雇
用
保
険
記
入
欄
の
桁

を
追
加
す
る
。
な
お
、
棄
却

率
の
改
善
や
賃
金
水
準
の
正

確
な
把
握
の
徹
底
に
関
し
て

も
要
請
し
て
い
る
。
調
査
対

象
工
事
の
選
定
、
対
象
業
者

へ
の
通
知
は
８
月
か
ら
。

　

労
務
費
調
査
は
全
国
の
国

土
交
通
省
、
農
林
水
産
省
な

ど
の
公
共
工
事
か
ら
、
10
月

に
施
工
中
の
１
件
当
た
り
、

１
０
０
０
万
円
以
上
の
工
事

を
対
象
に
約
１
万
工
事
を
調

査
対
象
と
し
て
無
作
為
抽
出

（
技
能
労
働
者
数
約
11
万
人
）

し
て
実
施
。
対
象
工
事
に
従

事
す
る
技
能
労
働
者
の
賃
金

を
積
算
で
使
用
す
る
51
職
種

に
分
類
し
、
都
道
府
県
別
に

把
握
す
る
。
10
月
分
の
賃
金

が
対
象
だ
が
、
標
本
が
少
な

い
38
職
種
は
９
月
分
の
賃
金

支
払
い
実
態
も
調
べ
る
と
し

た
。

　

調
査
方
法
に
つ
い
て
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
本
格
運

用
を
継
続
。
た
だ
し
、
書
面

調
査
と
双
方
の
対
応
を
可
能

と
し
、
一
部
で
対
面
調
査
も

残
す
形
式
と
す
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
か
ら
書
面
、
対
面
調
査

へ
の
変
更
、
書
面
か
ら
対
面

へ
の
変
更
が
想
定
さ
れ
る

が
、
書
面
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

へ
の
変
更
は
で
き
な
い
。

　

今
回
の
変
更
は
雇
用
保
険

の
記
入
欄
の
み
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
は
９
９
９
９
円
が
上

限
と
な
っ
て
い
た
が
一
部
で

１
万
円
を
超
え
る
回
答
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
設
定
を
増
や

し
て
対
応
す
る
。

　

調
査
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
の
が
無
効
標
本
の
存
在
。

せ
っ
か
く
回
答
し
て
も
「
就

業
規
則
に
定
め
る
所
定
労
働

時
間
が
法
定
の
週
40
時
間
以

内
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

な
い
」（
12
％
）「
調
査
票
へ

の
記
入
の
根
拠
と
な
る
資
料

が
な
い
」（
７
％
）
の
理
由

で
約
２
割
が
棄
却
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
元
請
、
下
請

企
業
に
は
、
確
認
で
き
る
資

料
な
ど
を
提
示
で
き
る
よ
う

依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、
現

場
で
働
く
技
能
労
働
者
全
て

が
調
査
対
象
と
な
る
た
め
、

一
人
親
方
も
調
査
票
を
作
成

す
る
こ
と
や
、
賃
金
台
帳
に

記
載
さ
れ
て
い
な
い
退
職
金

等
、
不
定
期
の
賃
金
も
遺
漏

の
な
い
よ
う
正
確
な
記
入
を

求
め
て
い
る
。

神前で労災撲滅を誓う今井会長
　

国
土
交
通
省
は
10
日
、
２

０
２
４
年
の
建
設
事
業
関
係

功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
式
を
執
り
行
っ
た
。
部
門

ご
と
の
代
表
者
に
斉
藤
鉄
夫

国
土
交
通
大
臣
が
表
彰
状
と

記
念
品
を
手
渡
す
な
ど
、
２

３
５
人
・
３
団
体
が
栄
誉
に

輝
い
た
。

　

式
典
で
斉
藤
大
臣
は
、
受

仲
間
が
、
労
働
災
害
と
い
う

悲
惨
な
目
に
遭
う
こ
と
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
全

国
安
全
週
間
に
際
し
、
皆
で

決
意
を
新
た
に
建
設
労
働
災

害
の
根
絶
へ
、
積
極
的
な
安

全
衛
生
活
動
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け

た
。

235人3団体に
功労者の栄誉たたえる

賞
の
栄
誉
を
た
た
え
、
社
会

資
本
整
備
に
お
け
る
長
年
の

貢
献
に
感
謝
し
「
こ
れ
ま
で

の
ご
功
績
の
陰
で
は
人
一
倍

の
ご
努
力
や
多
く
の
ご
苦
労

も
経
験
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
」
と
労
い
の
言
葉
を
送

っ
た
。
ま
た
「
わ
が
国
は
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災

害
へ
の
対
応
、
カ
ー
ボ
ン
ユ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
各
業
界

で
の
担
い
手
確
保
、
Ｄ
Ｘ
に

よ
る
生
産
性
向
上
、
物
価
高

に
負
け
な
い
賃
上
げ
の
実
現

な
ど
解
決
す
べ
き
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
国
民
の

安
全
安
心
の
確
保
、
持
続
的

な
経
済
成
長
の
実
現
、
個
性

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
と

分
散
型
国
づ
く
り
の
３
つ
を

柱
に
、施
策
を
進
め
て
い
る
」

と
取
り
組
み

を
説
明
、
受

賞
者
に
は
各

業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て

引
き
続
き
の

活
躍
と
一
層

の
支
援
、
協

力
を
要
請
し

た
。

あいさつする斉藤国交相

国交大臣表彰

◎国土交通事務次官
吉岡幹夫（よしおか・みきお）。
1986年東京大学工学部卒業、建
設省採用。国交省道路局企画課
道路計画調整官、道路局企画課
道路事業調整官、道路局企画課
道路経済調査室長、道路局高速

道路課長、道路局企画課長、北陸地方整備局長、
道路局長を経て、2021年7月から技監。1963年7
月14日生まれ、神奈川県出身。

◎国土交通審議官
寺田吉道（てらだ・よしみち）。
1989年東京大学法学部卒、運輸
省採用。国交省大臣官房広報課
長、新潟県副知事、国交省大臣
官房審議官（総合政策局、鉄道
局、観光庁担当）、大臣官房公

共交通・物流政策審議官、鉄道・運輸機構副理
事長を経て2023年7月から大臣官房長。1965年
12月12日生まれ。岐阜県出身。

◎技監
廣瀬昌由（ひろせ・まさよし）。
1990年京都大学大学院工学研究
科修了、建設省採用。国交省水
管理・国土保全局河川計画課長
（併）内閣官房副長官補付（命）
内閣官房水循環政策本部事務局

参事官、大臣官房技術審議官、関東地方整備局
長を経て2023年7月から水管理・国土保全局長。
1965年9月8日生まれ。京都府出身。

◎国土交通審議官
天河宏文（あまかわ・ひろふみ）。
1990年東京大学法学部卒、建設
省採用。国交省大臣官房人事課
長、大臣官房審議官（不動産・
建設経済局担当）（併）内閣官
房領土・主権対策企画調整室土

地調査検討室次長、大臣官房総括審議官を経て
2022年6月から都市局長。1966年6月14日生ま
れ。愛知県出身。

◎総合政策局長
塩見英之（しおみ・ひでゆき）。
1990年早稲田大学政治経済学部
卒、建設省採用。内閣官房内閣
参事官、国交省土地・建設産業
局総務課長、水管理・国土保全
局次長、大臣官房審議官（住宅

局担当）、住宅局長を経て2023年7月から不動産・
建設経済局長。1966年8月17日生まれ。兵庫県
出身。

◎都市局長
内田欽也（うちだ・よしなり）。
1990年東京大学法学部卒、建設
省採用。宮崎県副知事、国交省
大臣官房地方課長、道路局総務
課長、大臣官房審議官（都市局
担当）、内閣府大臣官房審議官

（防災担当）を経て2022年7月より、内閣官房
内閣審議官（命）船舶活用医療推進本部設立準
備室長。1967年5月3日生まれ。埼玉県出身。

◎道路局長
山本巧（やまもと・たくみ）。
1991年京都大学大学院工学研究
科修了、建設省採用。国交省道
路局高速道路課高速道路事業調
整官、道路交通管理課高度道路
交通システム推進室長、福岡県

県土整備部長、国交省道路局高速道路課長、道
路局企画課長を経て2022年6月から東北地方整
備局長。1966年12月12日生まれ。奈良県出身。

◎鉄道局長
五十嵐徹人（いがらし・てつと）。
1991年東京大学法学部卒、運輸省採用。
国交省鉄道局総務課企画室長、鉄道局
都市鉄道政策課長、総合政策局国際政
策課長、鉄道局総務課長、大臣官房総
務課長、大臣官房審議官（国土政策局、

観光庁担当）、航空局航空ネットワーク部長、大臣官房審
議官（危機管理、海事局担当）を経て2023年7月より大臣
官房総括審議官。1967年9月23日生まれ。神奈川県出身。

◎大臣官房長
村田茂樹（むらた・しげき）。
1990年東京大学法学部卒、運輸
省採用。国交省鉄道局幹線鉄道
課長、総合政策局政策課長、大
臣官房人事課長、観光庁観光地
域振興部長、観光庁次長、内閣

府総合海洋政策推進事務局長を経て2023年7月
より国交省鉄道局長。1967年2月8日生まれ。東
京都出身。

◎不動産・建設経済局長
平田研（ひらた・けん）。
1991年東京大学法学部卒、建設
省採用。国交省道路局路政課企
画官、道路局総務課企画官、大
臣官房会計課企画官、都市局総
務課調整室長、道路局路政課

長、土地・建設産業局建設業課長、長崎県副知
事を経て2023年7月から国交省大臣官房総括審
議官。1967年10月20日生まれ。長崎県出身。

◎水管理・国土保全局長
藤巻浩之（ふじまき・ひろゆき）。
1991年京都大学大学院工学研究
科修了、建設省採用。国交省水
管理・国土保全局河川計画課河
川情報企画室長、治水課事業監
理室長、九州地方整備局企画部

長、水管理・国土保全局治水課長、九州地方整
備局長を経て2023年7月から関東地方整備局
長。1965年7月23日生まれ。神奈川県出身。

◎住宅局長
楠田幹人（くすだ・みきと）。
1992年東京大学経済学部卒、建設省
採用。茨城県副知事、国交省都市局
都市計画課長（併）内閣官房副長官
補付（命）内閣官房観光戦略実行推
進室参事官、大臣官房参事官（人事

担当）、大臣官房人事課長、大臣官房審議官（住宅局担
当）を経て2023年7月より大臣官房審議官（不動産・建
設経済局担当）。1969年10月14日生まれ。広島県出身。
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2024年度優秀工事等表彰
2023年度安全優良事業所表彰

　東日本高速道路関東支社は６月１３日、２０２４年度優秀工事等表彰式をさい
たま市内の支社会議室で開催した。支社長表彰には優秀工事８件７社、安全管理
優秀工事３件２社、品質管理優秀工事１件１社、工程管理優秀工事４件４社、優
秀業務８件８社の合わせて２４件２２社が選ばれ、工事、業務における功績が顕
彰された。千田洋一支社長は「この表彰は高速道路事業の一翼を担い、技術の発
展に日々尽力していただいている会社と技術者を顕彰するもの。関東支社管内は
高い技術を求められる工事、設計業務が数多くある。深刻化する高速道路の老朽
化や、労働力の不足などの課題解決に向け、皆さまの協力に引き続き大いに期待
させていただく」と受賞者をたたえた。
　受賞者代表として大林組東京本店の東出明宏常務執行役員は謝辞の中で「工事
内容の多様化が進み、高速道路事業においても長寿命化対策や渋滞対策、保全業
務、災害対応など厳しい条件が増えている。厳しい状況であるが日本の交通イン
フラの根幹である高速道路事業において、業務を通じてたゆまぬ貢献をしていく
事が、建設業の重要な責務と考えている」と想いを語った。

　中日本高速道路東京支社（ネクスコ中日本東京支社、松井保幸支社長）は６月
３日、東京千代田区の日経ホールにて２０２３年度安全優良事業所表彰式を開催
した。安全管理や労働災害の防止に特段の工夫を行い、他の模範となるに相応し
いとされた事業所を選出しており、建設事業部会からは竣工工事が２工事２社、
施工中工事が３工事４社、保全サービス事業部会から竣工工事９工事９社、施工
中工事５工事５社の合計１９工事２０社が受賞した。
　受賞者を代表して平井工業（静岡市）の漆原充土木部長が「このような栄誉を
受け、感謝を申し上げる。当社は地場のゼネコンであり、東名高速道路の排水管
渠の更生工事を施工している。ネクスコ中日本の工事を受注するのは久しぶり
で、不慣れな中でも、表彰していだけるのは、発注者や協力会社の皆さんによる
支援のお陰であると感じている」と謝辞を述べた。
　さらに、受賞工事について「高速道路工事は、高速道路利用者たちの安全と利
便性の確保が最優先であると学び、常に意識して工事の計画と施工に臨んでい
る。安全は全てに優先するという言葉に従い、高速道路上では利用者の影響を最
低限にとどめる仮設計画を立案し、場内の作業においても地域の人たちとコミュ
ニケーションをとり、安全で効率的な施工に努めた。インフラメンテナンスは、
当社でも注力している分野。日本の象徴的な社会資本ストックである高速道路の
長寿命化に寄与できるよう、技術力の研鑽を続けていきたい」と決意を表した。

東日本高速道路関東支社

中日本高速道路東京支社

22社の栄誉たたえる

20社が安全優良事業所
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東日本高速道路関東支社　支社長表彰優秀工事

東日本高速道路関東支社　工程管理優秀工事、安全管理優秀工事、品質管理優秀工事

中日本高速道路東京支社　安全優良事業所
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東日本高速道路関東支社
中日本高速道路東京支社

受 賞 者：世紀東急工業株式会社　北関東支店
工 事 名：東北自動車道　宇都宮管理事務所管内舗
装補修工事
工事概要：東北自動車道（佐野藤岡ＩＣ～宇都宮Ｉ
Ｃ間）、北関東自動車道（太田桐生ＩＣ～桜川筑西
ＩＣ間）における舗装補修および東北自動車道佐野
ＳＡ（下り線）の舗装改修（バリアフリー）を行っ
た工事
受賞理由：佐野ＳＡのバリアフリー化工事では的確
な分割施工により利用者への影響を最小化し、高弾
性上層路盤や橋梁グースアスファルトの施工では新
技術の導入に寄与すべく施工体制を迅速に構築する
など安全管理および品質管理にも配慮し無事故無災
害で工事を完成させた

受 賞 者：イガラシ綜業株式会社
工 事 名：東京外環自動車道大泉ＩＣ～和光北ＩＣ
間トンネル照明設備更新工事
工事概要：三郷管理事務所管内のＴＮ照明設備の更
新（約2.8㎞）および電力ケーブルの張替（約８㎞）
を行った
受賞理由：電力ケーブル取替えの際に施工直前で既
設電力ケーブルが不良となり早急に復旧工事が必要
となったが、ケーブルの施工時期の見直しを行い現
場制約に対応した人員を確保することで設備の早期
健全化に貢献するなど安全管理および品質管理に配
慮し無事故無災害で工事を完成させたこと

受 賞 者：株式会社ナカミチ
工 事 名：首都圏中央連絡自動車道　稲敷地区整備
工事
工事概要：首都圏中央連絡自動車道　稲敷ＩＣ～稲
敷東ＩＣ間の四車線化工事に先立ち、橋梁工事・土
工工事を実施するための工事用道路および工事用道
路にかかる圃場設備（田んぼの排水関係）の整備を行
った工事
受賞理由：借地部の工事用道路造成に当たり、図面
に無い埋設物に対して自ら探査棒探査や試掘を行う
ことで公衆災害を未然に防ぐ取組みを行うとともに、
土運搬ダンプの荷台清掃の安全対策として昇降設備
や転落防止装置を設置するなど労働安全衛生に努め
無事故無災害で工事を完成させたこと

受 賞 者：大成ロテック北信越支社
工 事 名：長野自動車道　筑北スマートＩＣ舗装工
事
工事概要：長野自動車道の安曇野ＩＣ～麻生ＩＣに
新設される筑北スマートＩＣに関する舗装工、管路
工、標識工等を実施した工事
受賞理由：先行工事からの引き渡し時期の遅延など
厳しい工程条件のなか、関連工事と連携のうえ施工
ステップを逐次見直すとともに、輻輳する現場状況
に応じた体制を構築することで無事故無災害で供用
目標に遅れることなく開通させ事業全体の行程促進
に寄与したこと

受 賞 者：大日本土木株式会社東日本支店
工 事 名：第三京浜道路　京浜管理事務所改築工事
工事概要：京浜管理事務所における管理事務所棟お
よび通信機械室・電気室棟の新築、仮設管理事務所
棟の設置・解体を行った工事
受賞理由：建築工事として初となる実施細部図作成
付工事における設計部門と工事部門の連携を図ると
ともに、通勤時間帯の資材搬入ができない制約に対
する資材搬入計画の立案や、複数の関連工事との施
工調整を主体的に行いプロジェクト全体の工程管理
に努めるなど安全管理および品質管理に配慮し無事
故無災害で工事を完成させたこと

受 賞 者：三井住友建設株式会社
工 事 名：新東名高速道路　伊勢原地区コンクリー
ト構造物補強工事
受賞理由：これまでに前例のない作業空間（狭小断
面を有するＰＣ連続桁）において、有機溶剤を使用
する作業で安全な作業空間を確保する換気設備を配
置し施工。桁内への出入りに必要となる足場の寸法
を作業員の体格に合わせて変更。予知できなかった
損傷に対する補強工事における施工計画の立案と実
施したこと

受 賞 者：日鋪建設株式会社
工 事 名：東名高速道路　一色東工事
受賞理由：河川や隣接工事で進入路や工事施工ヤード
の制限がありながら、約２年間無事故・無災害にて工
事を実施。施工手順等を工夫しながら複数の施工業者
と調整し安全作業環境を確保。道路の切り回しについ
て、道路を使用される近隣住民へ個別に丁寧なに対応
を行い安全に寄与し事業進捗に貢献したこと 中日本高速道路東京支社　安全優良事業所
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全国管工事業協同組合連合会　第64回通常総会・全国大会 in 島根県立産業交流会館

最前線で「命の水を届ける」

松
江
市
で
開
か
れ
た
全
国
大
会

　全国管工事業協同組合連合会（全管連）は18日、松江市の島根県立産業交流会館くにびきメ
ッセで第64回通常総会・全国大会を開催した。全国各地から会員各社ら約650人が集った。あ
いさつに立った藤川幸造会長は、元日に発生した能登半島地震に触れ「１日も早い復旧・復興を
願うとともに、厳しい環境下で復旧活動に当たった多くの会員組合や所属企業、全ての関係者に

改めて敬意を表します」と述べ、自身も被災地を訪れて、被災状況・復旧活動の確認やお見舞い
を行ったことを報告。最前線で「命の水を届ける」とし、加えて「今後も十分な水道予算確保や
業界に配慮した支援を要望して参ります」と力強く語った。当日は前半に通常総会、後半に全国
大会を催した。

　

通
常
総
会
で
は
、
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
等
に
つ
い
て
報
告
。
水
道

行
政
の
移
管
後
の
対
応
に
つ
い
て
、

水
道
行
政
の
移
管
後
の
地
震
対
策
に

つ
い
て
、
管
工
事
業
界
の
諸
課
題
へ

の
対
応
を
３
つ
の
基
本
方
針
に
設
定

し
た
。

　

重
点
事
項
と
し
て
は
▽
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）

の
更
な
る
普
及
・
促
進
に
向
け
て
▽

共
済
制
度
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
▽

所
属
員
企
業
の
経
営
に
関
す
る
実
態

調
査
の
実
施
▽
建
設
工
事
に
お
け
る

安
全
衛
生
経
費
の
確
保
に
つ
い
て
▽

建
設
分
野
に
お
け
る
特
定
技
能
制
度

に
よ
る
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い

て
▽
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
の

資
質
の
維
持
・
向
上
お
よ
び
配
管
技

能
者
の
資
格
の
明
確
化
・
活
用
に
つ

い
て
▽
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

「
水
道
復
旧
活
動
の
記
録
」
動
画
制

作
に
つ
い
て
―
の
７
つ
を
掲
げ
た
。

　

全
国
大
会
は
、
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
高

原
豊
明
氏
（
広
島
県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
理
事
長
）
に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
で

ス
タ
ー
ト
。
開
催
地
を
代
表
し
て
、
松
江

管
工
事
事
業
協
同
組
合
理
事
長
の
北
野
伸

昭
氏
は
、
島
根
県
と
松
江
市
の
紹
介
を
交

え
な
が
ら
、
開
催
の
喜
び
と
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

　

藤
川
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

叙
勲
受
章
者
、
国
家
褒
章
受
章
者
、
大
臣

表
彰
受
賞
者
、
技
能
検
定
関
係
優
秀
者
に

対
す
る
功
労
者
表
彰
、
全
管
連
会
長
表
彰

状
贈
呈
を
執
り
行
っ
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
足
立
敏
之
参
議
院
議

員
、
横
山
信
一
参
議
院
議
員
、
松
原
誠
国

土
交
通
省
大
臣
官
房
上
下
水
道
審
議
官
、

丸
山
達
也
島
根
県
知
事
、
上
定
昭
仁
松
江

市
長
（
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
が
登
壇
し
、

水
道
事
業
に
対
す
る
全
管
連
の
功
績
を
た

た
え
、全
国
大
会
開
催
の
祝
辞
を
送
っ
た
。

　

そ
の
後
、
１
・
若
者
の
育
成
と
技
術
技

能
の
継
承
に
努
め
て
業
界
の
未
来
を
創
ろ

う
、
１
・
地
域
密
着
の
現
場
力
・
技
術
力

を
生
か
し
迅
速
な
災
害
復
旧
に
貢
献
し
よ

う
、
１
・
従
業
員
の
処
遇
改
善
を
図
り
業

界
の
魅
力
を
高
め
よ
う
、
の
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
採
択
を
決
議
し
た
。

　

ま
た
、
小
松
管
工
事
協
同
組
合
（
茗
荷

谷
豊
理
事
長
）
に
対
し
、
５
０
０
団
体
を

代
表
し
て
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
能
登
半
島
地

震
の
復
興
・
復
旧
活
動
に
対
し
、
全
力
で

取
り
組
む
全
管
連
の
姿
を
お
さ
め
た
映
像

が
映
し
出
さ
れ
た
。

足立敏之
参議院議員

上定昭仁
松江市長

（ビデオメッセージ）

松原誠
国土交通省大臣

官房上下水道審議官

北野伸昭
松江管工事事業
協同組合理事長

丸山達也
島根県知事

横山信一
参議院議員

　

令
和
６
年
度
全
国
大
会
の
開
会
に

当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
公
務
ご
多
端
の
折
り
に

も
か
か
わ
り
ま
せ
ず
、
国
会
議
員
の

先
生
方
、
国
土
交
通
省
様
、
島
根
県

知
事
様
、
松
江
市
長
様
を
は
じ
め
、

多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
て
、
か
く
も
盛
大
に
全

国
大
会
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
こ
と
に
、
先
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。　

元
日
に
発
生
し

た
能
登
半
島
地
震
か
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
改
め
て
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
う
と
と
も
に
、
厳
し
い
環
境

下
で
懸
命
に
復
旧
活
動
に
当
た
っ
て

き
た
多
く
の
会
員
組
合
や
所
属
企

業
、
全
て
の
関
係
者
に
改
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

私
も
石
川
県
連
の
茗
荷
谷
副
会
長

と
共
に
被
災
地
に
何

度
か
足
を
運
び
、
各

組
合
の
理
事
長
さ

ん
、
市
長
さ
ん
や
事

業
体
の
水
道
関
係
者

を
訪
問
し
、
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
状
況

や
応
急
復
旧
活
動
の

報
告
に
耳
を
傾
け
、
今
後
の
対
応
等

を
話
し
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
能

登
地
方
で
は
、
配
水
管
の
復
旧
の
進

捗
に
伴
い
、
給
排
水
と
も
二
次
側
の

復
旧
活
動
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
大
規
模
地
震
や
災
害
に
強
い

水
道
施
設
の
構
築
や
給
排
水
と
も
二

次
側
の
復
旧
方
法
の
構
築
を
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
国
の
上
下
水
道

地
震
対
策
検
討
委
員
会
に
お
い
て

も
、
応
急
復
旧
活
動
に
赴
い
た
所
属

企
業
、
会
員
組
合
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
寄
せ
ら
れ
た
現
場
の
生
の
声

を
発
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
十
分
な
水
道
予
算
確
保
や

業
界
に
配
慮
し
た
支
援
を
国
交
省
や

衆
参
国
会
議
員
の
先
生
方
に
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
私
共
全
管
連

所
属
の
企
業
お
よ
び
組
合
は
、
災
害

発
生
時
に
は
最
前
線
で
「
命
の
水
を

届
け
る
」
応
急
復
旧
活
動
を
担
っ
て

い
る
地
域
の
守
り
手
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
社
会

的
使
命
を
持
続
的
に
果
た
し
て
い
く

た
め
に
急
務
で
あ
る
人
材
の
確
保
に

は
、
労
働
環
境
を
は
じ
め
、
業
界
の

将
来
見
通
し
ま
で
含
め
て
課
題
は
山

積
と
な
っ
て
い
ま
す
。
建
設
業
界
全

体
を
見
て
も
、
と
り
わ
け
管
工
事
業

は
厳
し
い
状
況
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
災

害
が
起
き
れ
ば
、
直
ち
に
参
集
し
て

復
旧
活
動
に
従
事
す
る
わ
け
で
す

が
、
い
ち
早
く
現
場
へ
駆
け
付
け
、

昼
夜
を
問
わ
ず
、
初
動
か
ら
対
応
に

当
た
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
は

少
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
手
掛
け
る
応

急
給
水
、
復
旧
工
事
の
広
報
の
重
要

性
を
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
全
管
連
で
は
、
能
登

半
島
地
震
で
の
水
道
施
設
の
被
災
状

況
お
よ
び
会
員
に
よ
る
応
急
復
旧
活

動
を
映
像
と
し
て
撮
影
し
、
記
録
に

残
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き

ま
す
が
、
今
後
こ
れ
を
活
用
し
て
、

管
工
事
業
者
、
そ
し
て
地
域
の
守
り

手
と
し
て
の
組
合
の
活
動
お
よ
び
存

在
意
義
を
、
機
会
あ
る
ご
と
に
広
く

一
般
消
費
者
に
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

本
大
会
を
機
に
、
若
い
人
た
ち
に

管
工
事
の
会
社
に
入
り
た
い
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
、
そ

し
て
働
き
が
い
の
あ
る
業
界
に
す
る

べ
く
、
今
後
も
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
今
後
共
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
ご
列
席
の
皆
さ
ま

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご

繁
栄
を
祈
念
し
、
本
大
会
の
盛
会
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

地域の守り手として
� 活動と存在意義を
全国管工事業協同組合連合会 会長 藤川 幸造

水道事業への
功績たたえる

全 国 大 会

通 常 総 会

水道行政移管に対応
24年度事業計画を報告

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
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